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︵
２
〜
５
ペ
ー
ジ
上
段
ま
で
︶

市
議
会
定
例
会
で
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
を
審
議
す
る
ほ
か
に
、
一
般
質
問
と
し
て
、
各
議
員
が
市
政
全
般
に
対
し
て

質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
は
20
人
36
件
の
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

︵ 

他 

は
そ
の
他
の
質
問
︶

路 線 バ ス ル ー ト
　西府駅−西国分寺駅間を

中河原駅まで延長できないか

京王電鉄バス株式会社に
バスの導入を要望していく

償却資産税の安定性を
　念頭に入れた企業誘致を

地 区 計 画 の 策 定 な ど　
　有利な誘致策を考えている

自
転
車
共
同
利
用
シ
ス
テ
ム

　

導

入

の

考

え

は

事

例

を

参

考

に

鋭

意

研

究

し

た

い

府中市美術館の管理運営
　経費が高いことに対する
　市 　 の 　 考 　 え 　 は

収益を追求する施設とは異なるが
　コスト意識を持った改善を図っている

武
蔵
国
府
御
殿
地
遺
跡
︵
仮
称
︶

保
存
に
対
す
る
市
の
基
本
的
な
考
え
は

財
政

的

課

題

等

を

考

慮

し

保

存

の

可

否

を

検

討

し

た

い

西

東

京

警

察

病

院

の

跡

地

　

学
校
用
地
と
し
て
確
保
す
る
考
え
は

将

来

的

な

活

用

を

検

討

し

 

要

望

し

て

い

き

た

い

高
野　

政
男
議
員︵
市
政
︶　

市
内

の
交
通
網
は
、
西
府
駅
の
開
業
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
路
線
の
見
直

し
等
の
努
力
が
重
ね
ら
れ
、
交
通

不
便
地
域
の
解
消
が
大
き
く
進
ん

で
き
た
。

　

一
方
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

と
路
線
バ
ス
と
の
整
合
性
等
、
総

合
的
に
調
整
が
必
要
な
路
線
も
出

て
き
て
い
る
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
新
た
に
西
府
駅
か
ら

府
中
メ
デ
ィ
カ
ル
プ
ラ
ザ
︵
旧
都

立
府
中
病
院
等
︶
を
経
由
し
、
西

国
分
寺
駅
へ
向
か
う
路
線
バ
ス
の

運
行
が
開
始
さ
れ
た
が
、
都
市
計

画
道
路
３
・
３
・
８
号
線
が
南
北
の

幹
線
道
路
と
し
て
の
役
割
を
担
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
路
線
バ
ス

の
ル
ー
ト
を
中
河
原
駅
ま
で
延
長

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

環
境
安
全
部
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
は
、
路
線
バ
ス
を
補
完
す

る
も
の
と
し
て
運
行
し
て
い

る
た
め
、
要
望
区
間
へ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入
に
つ

い
て
は
難
し
い
と
考
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
市
民
の

利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め

に
も
、
路
線
バ
ス
を
運
行
し

て
い
る
京
王
電
鉄
バ
ス
株
式

会
社
に
同
区
間
へ
の
バ
ス
の

導
入
を
要
望
し
て
い
く
。

小
野
寺　

淳
議
員︵
市
政
︶　

隣
接

す
る
第
七
中
学
校
と
武
蔵
台
小
学

校
で
は
、
外
国
語
活
動
等
の
連
携

教
育
を
予
定
し
て
い
る
と
聞
く
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
同
小
学
校
の

東
側
に
あ
る
西
東
京
警
察
病
院
が

廃
院
に
な
る
と
聞
く
が
、
校
庭
改

善
や
連
携
教
育
を
含
め
た
教
育
環

境
の
充
実
等
に
、
跡
地
を
学
校
用

地
と
し
て
確
保
す
る
考
え
は
。

教
育
部
長　

小
・
中
学
校
の
連
携

教
育
を
含
め
、
教
育
環
境
の
充
実

と
い
う
面
か
ら
将
来
的
な
活
用
を

検
討
し
、
要
望
を
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

学
期
制
に
つ
い
て
は
、
一

部
の
中
学
校
で
２
学
期
制
を
導
入

し
て
い
た
。
し
か
し
、
平
成
23
年

度
に
全
校
３
学
期
制
で
統
一
さ
れ

る
と
聞
く
が
、
変
更
に
あ
た
り
、

保
護
者
等
へ
の
対
応
を
聞
き
た
い
。

田
中　

愼
一
議
員︵
公
明
︶　

先
進

市
で
採
用
さ
れ
て
い
る
自
転
車
共

同
利
用
シ
ス
テ
ム
は
、
市
内
各
所

に
設
置
さ
れ
た
拠
点
か
ら
自
由
に

自
転
車
を
利
用
し
、
任
意
の
拠
点

に
返
却
で
き
る
新
し
い
自
転
車
の

貸
出
し
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
近
距
離
の
自
動

車
利
用
の
抑
制
に
よ
る
二
酸
化
炭

素
排
出
量
の
大
幅
な
削
減
や
、
狭

い
間
隔
に
拠
点
を
配
置
す
る
こ
と

で
、
交
通
網
の
利
便
を
高
め
、
市

街
地
の
活
性
化
や
回
遊
性
の
強
化

が
図
れ
る
等
の
効
果
が
あ
る
。　

　

本
市
に
お
い
て
も
、
自
転
車
で

走
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、

導
入
を
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

市
長　

同
シ
ス
テ
ム
は
、
環
境
に

や
さ
し
い
新
た
な
交
通
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、
高
い
関
心
を
集
め
て
い

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
環
境

負
荷
低
減
を
目
指
す
本
市
と
し
て

も
、
先
進
市
の
事
例
を
参
考
に
、

鋭
意
研
究
し
た
い
と
考
え
る
。

他

電
動
車
い
す
の
安
全
教
室
の
開
催
を

ぜ
ひ
実
施
す
べ
き
だ
に
つ
い
て
●

庁
内

受
付
業
務
な
ど
か
ら
、あ
い
さ
つ
︵
運
動
︶

の
徹
底
を
指
導
す
べ
き
だ
に
つ
い
て

村
井　

浩
議
員︵
市
フ
ォ
︶　

償
却
資

産
は
将
来
の
市
の
安
定
的
な
財
政

運
営
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
考

え
る
が
、
企
業
の
償
却
資
産
の
税

収
状
況
と
、
26
市
で
の
本
市
が
占

め
る
位
置
は
。

市
長　

平
成
20
年
度
本
市
決
算
調

定
額
で
は
、
償
却
資
産
の
税
収
は

約
30
億
８
０
０
０
万
円
で
、
26
市

中
２
番
目
で
あ
る
。
多
額
納
税
企

業
上
位
10
社
が
税
収
の
約
50
％
、

上
位
30
社
が
約
70
％
を
負
担
し
て

お
り
、
安
定
し
た
税
収
の
確
保
、

財
政
運
営
に
貢
献
し
て
い
る
。

議
員　

償
却
資
産
税
の
安
定
性
を

念
頭
に
入
れ
て
企
業
誘
致
を
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

政
策
総
務
部
長　

企
業
誘
致
を
進

め
る
た
め
に
、
国
有
地
な
ど
市
に

処
分
権
限
が
な
い
場
合
は
、
地
区

計
画
の
策
定
な
ど
都
市
計
画
の
手

法
を
活
用
し
、
市
有
地
の
場
合
は
、

指
導
室
長　

保
護
者
か
ら
は
、
ほ

か
の
学
校
と
の
リ
ズ
ム
の
違
い
等

か
ら
、
学
期
制
を
元
の
形
に
戻
し

て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
大
き
く
、

総
合
的
な
検
証
の
結
果
、
３
学
期

制
に
戻
す
と
の
結
論
に
達
し
た
。

　

今
後
と
も
学
期
制
の
変
更
に
つ

い
て
は
、
保
護
者
会
や
生
徒
集
会
、

学
級
活
動
な
ど
で
き
め
細
か
な
説

明
を
し
て
い
く
。

売
却
条
件
等
の
設
定
方
法
を
工
夫

す
る
こ
と
で
、
有
利
な
誘
致
策
を

展
開
で
き
る
と
考
え
る
。
現
在
は

調
布
基
地
跡
地
に
企
業
を
誘
導
で

き
る
よ
う
、
地
区
計
画
を
策
定
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

他

行
政
の
所
有
す
る
情
報
が
効
率
よ
く

活
用
さ
れ
る
た
め
に

手
塚　

歳
久
議
員︵
市
フ
ォ
︶　

府
中

市
美
術
館
は
、
平
成
22
年
で
開
館

10
周
年
を
迎
え
る
が
、
管
理
運
営

に
毎
年
３
億
円
以
上
の
経
費
が
か

か
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
疑
問

を
持
つ
市
民
も
多
数
い
る
。

　

そ
こ
で
、
使
用
料
収
入
と
比
較

し
、
美
術
館
全
体
の
経
費
が
高
い

こ
と
に
対
す
る
市
の
考
え
は
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長　

美
術
館
の

活
動
は
、
収
益
を
目
標
と
し
た
事

業
展
開
を
追
求
す
る
施
設
と
は
異

な
る
と
考
え
る
が
、
コ
ス
ト
意
識

を
持
っ
た
効
率
的
な
事
業
・
施
設

運
営
は
基
本
で

あ
り
、
こ
れ
ま

で
に
展
覧
会
等

の
開
催
回
数
の

見
直
し
な
ど
改

善
を
図
っ
て
き

た
。

議
員　

全
体
の

経
費
に
対
し
て
、

使
用
料
収
入
は

約
１
割
前
後
し

か
な
い
が
、
収

入
を
も
っ
と
増

や
す
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長　

収
益
を
目

標
と
し
た
事
業
展
開
は
難
し
い
が
、

調
査
・
研
究
に
よ
る
企
画
力
と
工

夫
に
よ
り
、
今
後
も
入
館
者
の
増

に
努
め
、
継
続
的
な
経
営
改
善
を

進
め
て
い
き
た
い
。

他

学
区
域
見
直
し
案
の
矛
盾
点
に
つ
い

て
●

60
歳
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
拡
充

に
つ
い
て

村
崎　

啓
二
議
員︵
市
フ
ォ
︶　

府
中

本
町
駅
前
開
発
地
域
で
発
掘
さ
れ

た
武
蔵
国
府
御
殿
地
遺
跡
︵
仮
称
︶

は
次
代
に
引
き
継
ぐ
べ
き
府
中
の

貴
重
な
財
産
で
あ
る
。
厳
し
い
財

政
状
況
で
は
あ
る
が
、
当
該
地
の

購
入
を
前
提
と

し
た
財
政
計
画

等
、
遺
跡
の
保

存
に
対
す
る
現

時
点
で
の
市
の

基
本
的
な
考
え

方
を
聞
き
た
い
。

市
長　

同
遺
跡

に
対
す
る
文
化

庁
等
の
見
解
で

は
、
我
が
国
の
歴
史
上
大
変
重
要

な
遺
跡
と
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ

を
重
く
受
け
と
め
、
土
地
所
有
者

の
意
向
、
駅
前
立
地
や
財
政
的
な

課
題
も
考
慮
し
、
保
存
の
可
否
を

検
討
し
た
い
。

議
員　

発
掘
成
果
に
つ
い
て
、
児

童
･

生
徒
を
含
め
た
市
民
講
座
の

実
施
等
﹁
歴
史
の
ま
ち
府
中
﹂
を

市
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
考
え
は
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長　

平
成
23
年

に
開
館
予
定
の
ふ
る
さ
と
府
中
歴

史
館
︵
仮
称
︶
に
お
い
て
児
童
・

生
徒
を
対
象
と
し
た
講
座
の
開
催

や
徳
川
家
康
と
府
中
の
深
い
つ
な

が
り
を
テ
ー
マ
と
し
た
展
示
等
の

実
施
を
検
討
し
て
い
る
。

他

離
乳
食
教
室
の
定
員
増
な
ど
拡
充
に

つ
い
て

　▲府中メディカルプラザ周辺

　▲府中市美術館

　▲武蔵国府関連遺跡の説明会にて
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